
公
契
約
条
例
案
に
つ
い
て
９
月
29

日
午
前
に
開
催
さ
れ
た
区
議
会
総
務

委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
全
会
派
の
賛

成
で
条
例
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

正
式
に
は
、
10
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

る
本
会
議
で
の
議
決
に
よ
り
条
例
成

立
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
条
例
に
係
わ
り
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
が
、

12
件
で
37
項
目
に
わ
た
り
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
案
は
今
春
に
開
催
さ
れ

た
公
契
約
条
例
審
議
会
に
提
案
さ
れ

審
議
し
た
結
果
に
基
づ
き
一
部
修
正

の
上
議
会
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

契
約
対
象
と
し
て
工
事
関
係
で
９
０

０
０
万
円
以
上
、
業
務
委
託
で
１
０

０
０
万
円
以
上
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
審
議
で
は
、
公
契
約
の

も
と
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
の
下
限

額(

報
酬
下
限
額)

に
つ
い
て
の
考
え

方
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

区
は
報
酬
下
限
額
に
つ
い
て
は
条
例

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
公
契
約
審
議

会
で
検
討
す
る
と
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
報
酬
下
限
額
の
検
討
に
あ
た
っ

て
参
考
と
す
る
指
標
な
ど
に
つ
い
て

も
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
区
は
工
事
関
係
で
は
国
交

省
の
労
務
単
価
、
ま
た
最
低
賃
金
や
、

す
で
に
公
契
約
条
例
が
施
行
さ
れ
て

い
る
近
隣
区
で
の
報
酬
下
限
額
な
ど

も
指
標
に
な
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

区
は
現
在
も
一
定
の
契
約
案
件
に

つ
い
て
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労

働
条
件
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

今
後
も
実
施
す
る
と
し
ま
し
た
。

条
例
案
で
は
施
行
に
つ
い
て
２
０

２
６
年
４
月
１
日
と
し
つ
つ
、
初
年

度
は
経
過
措
置
と
し
て
５
月
１
日
以

後
に
締
結
す
る
契
約
か
ら
適
用
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例
16
条

に
定
め
る
公
契
約
審
議
会
に
つ
い
て

は
、
条
例
成
立
と
同
時
に
施
行
し
年

内
に
は
審
議
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

い
と
し
て
い
ま
す
。

例
成
立
後
は
報
酬
下
限
額
が
当
面

の
焦
点
と
な
り
ま
す
。
公
契
約
条
例

に
ふ
さ
わ
し
い
報
酬
下
限
額
と
な
る

よ
う
審
議
会
ま
か
せ
に
せ
ず
運
動
し

て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

10
月
か
ら
東
京
最

賃
１
２
２
６
円

８
月
４
日
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
は
全
都
道
府
県
で
１
０
０
０
円
超

し
、
６
％
引
き
上
げ
と
な
る
目
安
額

を
政
府
に
答
申
し
ま
し
た
。
A
・
B

ラ
ン
ク
は
63
円
、
C
ラ
ン
ク
は
64
円

の
引
き
上
げ
を
答
申
。
全
国
加
重
平

均
は
現
在
の
１
０
５
５
円
か
ら
１
１

１
８
円
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
７
日

に
は
、
東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

が
東
京
労
働
局
長
に
対
し
て
、
東
京

都
最
低
賃
金
を
現
行
の
１
１
６
３
円

を
63
円
引
き
上
げ
て
１
２
２
６
円
と

す
る
こ
と
を
答
申
し
ま
し
た
。
都
の

最
賃
審
議
会
は
多
数
の
異
議
申
し
立

て
が
あ
っ
た
も
の
の
１
２
２
６
円
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
の
発
効
は
10
月
3
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。
一
方
、
秋
田
の
審
議
会
は

中
央
の
目
安
額
に
上
乗
せ
し
80
円
の

引
き
上
げ
を
答
申
す
る
も
、
準
備
期

間
を
口
実
に
発
効
を
半
年
先
送
り
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
群
馬
３
月
１
日
、

岡
山
・
岩
手
・
山
梨
・
沖
縄
・
高
知

12
月
１
日
な
ど
発
効
日
の
先
送
り
が

続
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

は
こ
れ
ま
で
に
は
無
い
こ
と
で
、
最

賃
法
の
趣
旨
の
逸
脱
で
あ
り
許
さ
れ

な
い
事
態
で
す
。
大
き
な
問
題
に
し

て
い
く
事
が
必
要
で
す
。

(

最
賃
周
知
宣
伝

大
塚
駅)
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公
契
約
条
例

区
議
会
総
務
委
員
会
で
可
決

い
よ
い
よ
条
例
成
立
へ

当面の予定
10月27日

区労協常任幹事会・駅頭宣伝

区労協事務所

11月3日

11.3憲法アクション

国会議事堂正門前

11月6日

原水協69署名行動

大塚駅南口

11月9日

区労協定期大会

アウルスポット会議室

11月10日

北部春闘共闘会議幹事会

文京区労協

11月16日17日

CU東京宿泊研修会

秩父市内

11月22日

豊島教科書を考える会総会

南大塚地域文化創造館3会議室

11月27日

区労協常任幹事会・駅頭宣伝

南大塚地域文化創造館5会議室

12月13日

北部春闘共闘会議総会

文京区民センター



9
月
26
日
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
豊
島
代
表
団
の
報
告
集
会
が
、

南
大
塚
地
域
文
化
創
造
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
集
会
に
は
代
表
団
と
し
て

参
加
し
た
9
名
全
員
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
報
告
会
で
は
全
員
か
ら

発
言
が
あ
り
「
被
爆
者
の
証
言
を

直
接
聞
く
こ
と
で
一
人
一
人
の
人

間
が
体
験
し
た
生
々
し
い
痛
み
と

し
て
心
に
響
い
た
」
「
証
言
で
は

当
時
の
リ
ア
ル
な
状
況
・
感
情
ま

で
も
目
の
当
た
り
に
し
て
衝
撃
を

受
け
た
」
な
ど
、
ど
の
方
か
ら
も

被
爆
者
の
証
言
を
直
接
聞
く
こ
と

で
被
爆
の
実
相
を
知
り
核
兵
器
の

非
人
道
性
を
改
め
て
感
じ
た
こ
と

や
今
あ
る
平
和
が
当
た
り
前
で
は

な
く
平
和
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
代
表
団
に
は
20
代
～
30

代
の
参
加
者
が
3
名
い
ま
し
た
が
、

現
在
核
戦
争
の
危
機
に
直
面
す
る

中
で
、
若
い
人
た
ち
に
運
動
を
広

め
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

髙
山

彰
光
（
常
幹
）

「
今
す
ぐ
廃
止
」
「
憲
法
生
か
せ
」

「
排
外
主
義
は
許
さ
な
い
」
と
２

３
０
０
人
が
コ
ー
ル
。

立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、

社
会
民
主
党
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

か
ら
の
連
帯
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

戦
後
80
年
、
安
保
法
制
10
年
と

節
目
の
年
、
戦
後
の
平
和
と
民
主

主
義
が
、
新
自
由
主
義
に
よ
る
貧

困
・
格
差
拡
大
、
侵
略
と
戦
禍
、

生
存
権
の
否
定
に
よ
り
大
き
く
揺

ら
い
で
い
る
世
界
情
勢
で
す
。
こ

う
し
た
社
会
的
危
機
が
深
刻
化
し
、

不
安
と
不
満
が
充
満
・
爆
発
し
自

公
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
み
ま

し
た
が
、
同
時
に
差
別
と
排
外
主

義
を
掲
げ
る
勢
力
が
伸
長
し
ま
し

た
。
「
消
費
税
廃
止
を
叫
び
な
が

ら
差
別
を
ふ
り
ま
く
」
「
新
自
由

主
義
否
定
を
叫
ぶ
新
自
由
主
義
」

「
左
か
ら
右
に
入
っ
て
ゆ
く
」
と

そ
の
反
動
的
な
本
質
は
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

決
し
て
「
一
時
的
突
風
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
新
し
い
差
別
主

義
者
の
主
張
は
一
定
の
「
生
活
要

求
に
根
ざ
し
て
い
る
」
の
で
私
た

ち
国
民
・
労
働
者
は
警
戒
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
「
維
新
」
が

参
政
党
に
引
き
ず
ら
れ
外
国
人
の

排
撃
と
改
憲
を
主
張
す
る
か
つ
て

な
い
、
大
変
危
険
な
状
況
で
す
。

改
憲
・
軍
拡
阻
止
の
運
動
と
課
題

は
私
た
ち
国
民
・
労
働
者
の
要
求

実
現
を
進
め
る
う
え
で
避
け
て
通

れ
な
い
重
大
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
外
国
人
の
人
権
保
障
、

共
生
社
会
の
実
現
は
私
た
ち
自
身

が
生
き
て
い
く
上
で
の
大
切
な
事

柄
で
す
。
日
本
の
政
治
状
況
は
大

き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。
対

話
を
通
し
て
日
本
国
憲
法
を
語
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
私
た
ち

労
働
組
合
は
さ
ら
に
憲
法
と
差
別

を
許
さ
な
い
こ
と
へ
の
関
連
学
習

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
日

本
国
憲
法
は
す
な
わ
ち
労
働
者
で

あ
る
私
た
ち
自
身
で
す
。
こ
の
こ

と
を
よ
り
一
層
自
覚
し
て
、
差
別

の
な
い
次
の
新
し
い
時
代
と
社
会

を
準
備
す
る
労
働
者
の
一
員
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

世
界
大
会
豊
島
代
表
団
報
告
集
会
開
催

「
被
爆
者
の
証
言
に
衝
撃
」

教
科
書
を
考
え
る
豊
島
区
民
の
会
総
会

区労協定期大会
を成功させよう

期日 2025年11月9日

13時30分～17時

場所 アウルスポット

会議室
代議員登録は31日まで


